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け、2 週間から 1 カ月の期間を空けて複数回行った。 
 
Ⅲ．結果 
実施期間は平成 23 年 9 月～平成 24 年 3 月。実施回数は 18 回、延べ 260 人の参加者と述べ 44 名
学生ボランティアに協力を得て実施した。結果は施設の特徴を踏まえたうえで報告する 
 
１．浜松十字の園 
浜松十字の園は特別養護老人ホームやデイケ
アを併設した高齢者の複合施設である。今回は施
設内の入居者とデイケア利用者を対象に行った。
対象者の多くは認知症による理解力、短期記銘
力、判断力低下が主症状であった。取り組みに際
しては成形の過程で失敗してしまうことが無い
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ように段階付けし、湯呑の型に粘土をつけることで難易度を下げて実施した。色付けの段階では「ど
のように書いたらよいかわからない」、「自分ではわからない」といった混乱する人や意思表示が困
難な者がいたが、見本の絵を用意することでいずれの参加者も好みのデザインを選択することがで
きた。その結果すべての利用者が満足する湯飲み茶わんを作ることができた。実施中はスタッフが
対象者のそばに寄り添って行い、楽しみながら行うことが出来た。いつもは受け身的で自分の意思
を表出することが少ない利用者が積極的に取り組んでいる姿を見て、スタッフからは驚きの声と利
用者に対する賛辞の声が上がっていた。 
 
２．白梅ケアホーム 
白梅ケアホームは介護老人保健施設と通所リ
ハビリテーション施設を備えた施設である。今
回施設内の二か所の通所リハビリテーションで
行った。一か所では加齢や認知症により身体精
神機能面に低下がみられている者が多くもう一
か所では CVA や骨折など身体機能面の低下し
た利用者が多いという特徴があった。ここでは
皿、コップ、湯のみ等を見本を見せた後、参加
者が作成したい形を白紙にデザインしてもらい
それから成形を行った。片麻痺により片手が不自由な参加者が多かったが軽量ろくろを使用するこ
とで片手でも比較的容易に陶芸に取り組むことが可能であった。多くの参加者が思い思いの作品を
作る中、ある参加者は亡くなった夫にプレゼントするために作成するとスタッフに伝えており、作
品に対する意味を付与する場面が見られた。 
 
３．憩いの家だーま 
憩いの家だーまは地域住民のボランティアに
よって運営されている無認可のデイサービスで
ある。身体機能、認知機能とも年齢相応に保た
れている人が多いため、ここでも参加者が作成
したいものを自由に作成した。ここでは合計で
2 作品が作れるように複数回関わったが、一度
目は自分の思ったような作品を作ることが出来
ず自信を失う機会となってしまった。二度目に関わった際には「今度こそ飾れるものを作りたい」
と本人の強い意志がみられた。さらなる本人の失敗経験とならないようにスタッフと協力して関わ
ることで本人の満足の行く花瓶を作成することができた。本人も「おかげでいいものが作れた。家
族に見えるところに飾っておく」と大変喜んでいた。 
 
４．ワークセンター大きな木 
ワークセンター大きな木は高次脳機能障害を持った人のための就労支援、生活訓練施設である。
ここでは注意障害や構成力の低下、半側空間無視などの高次脳機能障害を呈する参加者が多いため、
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あらかじめ白紙にデザインをした後に成形する方法で複数回行った。ある参加者は自分自身のため
に作った作品を妻に見せたところ、私にも作って欲しいと言われたと少し照れくさそうに報告して
いた。 
 
Ⅳ．成果 
いずれの施設でも陶芸はこれまで行われていな
かった作業活動であり、対象者にとっては初めての
作業になることが多かった。実施中は施設スタッフ
やボランティアの協力を得て共同して行うことが
出来た。 
成形の過程では型やデザインを描いてから行う
ことにより、いずれの施設の利用者でも対象者の満
足するものを作り上げることができた。一方で色塗
りの過程ではいずれの利用者でも困難を訴えるこ
とが多かったが、絵付きのマニュアルや見本を提示し説明することによりどの利用者でも満足したも
のを作り上げることができた。また、いずれの施設でも陶芸は日常的に行われていなかった作業であ
る。しかし施設利用者の中には昔から陶芸に興味を持っていた者、昔やっていたが今は出来なくなっ
ていた者、やったことはなかったが興味を持った者がいた。また自分の作品をどのように使うかにつ
いて想像を巡らせていたり、自身の中で意味を賦与したり、他者から役割として期待されるなど、作
業によって新たな価値や意味が生まれていた。 
 
Ⅴ．まとめ 
本研究の取り組みにより、陶芸に興味があったが施設設備、移動手段、移動能力等の理由により陶
芸を行うことができなかった者に対しては、興味のある作業に取り組む機会を作ることができた。ま
た一方で興味・関心がなかった者に対しては、初めて行う作業に取り組む機会を得ることや施設での
過ごし方に新たな選択肢が増えることになった。いずれの場合も出張型の陶芸によってもその人の人
生にとって新たな経験や意味を生みだす機会となる可能性が示唆された。 
今回の研究により大学や専門職が直接施設に赴いて行う出張型サービスの基盤となり、今後陶芸だ
けではなく、他の手工芸や趣味活動への展開や新たな大学の地域貢献に示唆を与えると考える。今後
はさらにスタッフや参加者に対しアンケートを行い、出張陶芸による効果を明らかにしていく。 
 
 
  
